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新十津川町地域公共交通活性化・再生総合事業の概要新十津川町地域公共交通活性化・再生総合事業の概要((計画事業２年目）計画事業２年目）

（１）町内公共交通実証運行事業 ～ 乗合タクシー方式
（２）利用促進事業 ～ 地域公共交通パンフレット作成

平成２２年度重点事業の概要

（１）町内公共交通実証運行事業 ～ 乗合タクシー方式

運 行 期 間
運 行 ル ー ト
運 行 本 数
運 賃
運 行 事 業 者

H22.10.16～ H22.11.30（46日間）
町内４方面
最大 平日４便、土・日・祝日３便
有料（200円から400円）
㈲新十津川北星ハイヤー
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自宅前送迎

連絡施設（役場前）での乗車

・スクールバス、福祉バス及び路線バスの連携による新たな公共
交通の構築を目指す。
・新たな交通事業者による花月市街地と砂川市中心部の連絡維持
を目指す。
・既存のバス路線として生活交通路線の維持を目指す。
・新十津川中心部と滝川中心部の連絡維持を目指す。
・まち中に賑わいを育むミニターミナルの整備を目指す。

新十津川町地域公共交通総合連携計画の目標 新十津川町地域公共交通活性化協議会開催状況

・第１回協議会 ６月２４日開催
・平成２１年度事業報告・決算報告
・平成２２年度実証運行事業について
（実証運行の方針・目標・実施計画等）

・第２回協議会 ３月開催予定
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利用登録者の状況 乗合タクシー運行時刻・料金

利用登録者：１０２名

利用登録人数

3人
16人

8人

42人

33人 18歳以下

19歳～59歳

60歳～69歳

70歳～79歳

80歳以上

運行ルート図



３
H22.10.16 プレス空知
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徳富・総進方面
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花月・弥生方面

全体

乗車人数（１便当たり）

乗車人数の状況

利用合計：６１４名 １便あたり 2.7人の乗車

乗車運賃の状況

乗車運賃合計：１０６千円

乗車運賃（有料分）
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（２）利用促進事業 ～ 地域公共交通パンフレット作成

実証運行住民周知用パンフレット（抜粋）～ 全戸配布 乗合タクシー利用案内パンフレット（抜粋）～ 利用登録者



＜協議会の目標＞
「新たな公共交通により、自家用車を利用することができない住民の日常的な輸送を確保」

◎ 現行：路線バス

実証：乗合タクシー（路線バス運休）
? 公共交通の抜本的な変換であり、自治体の単独事業では得られない大きな効果

◎ 利用登録者 １０２名のうち、その約９割が６０歳以上の高齢者と障がい者
? 自動車を利用することの出来ない住民の足を確保できた点について、大きな効果

５

◎ 本町の日常生活圏にあった運行エリアの設定
～隣接市への乗合タクシーの乗り入れ検討～

◎ より多くの利用者が満足できる運行ダイヤの設定
～利用者の生活パターンにあった運行時刻～

◎ 路線バス運行希望意見との調整
～路線バスの運行継続を希望する住民の存在～

（３）事業実施効果

（４）今後の課題
自己評価のポイント

・移動制約を受ける高齢者等の利用が多く、地域公共交通
確保という目標を達成するためには、適切な事業である。
・実証運行については、運行経路、運行時刻等、如何に地
域のニーズに応じた運行を確保できるかが課題と考える。

二次評価のポイント

・自己評価のとおり。
・自立性・持続性を考慮し、財源確保に向けた検討、地域
のニーズを踏まえた取り組みを期待する。


